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2020年 3月 16日 

投資家の皆様へ 

リクソー投信株式会社 

 

「ミルバーン・コーナーストーン・ファンド（愛称：未来へのいしずえ）」 

の基準価額下落について 

 

平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、皆様にご投資いただいております「ミルバーン・コーナーストーン・ファンド（愛称：未来への

いしずえ）」（以下「当ファンド」）の 3月 16日付基準価額が前日比▲457円（▲5.2％）と下落しまし

たので、基準価額下落の要因につきご報告いたします。 

 

記 

 

1. 基準価額の動き 

ファンド名 
基準価額 

（3月 16日） 

前日基準価額 

（3月 13日） 
下落幅 下落率 

ミルバーン・コーナーストーン・ファンド 8,299円 8,756円 ▲457円 ▲5.2％ 

 

2. 基準価額への影響 

当ファンドの基準価額の動きには、主に、当ファンドの主要投資対象であり、ミルバーン社が

投資助言する「マネージド・ファンド／ミルバーン・マルチアセット・ファンド・リミテッド（クラス D 日

本円（ヘッジなし））」（以下、投資ファンド）の評価価格の変動が大きく影響します。 

当ファンドは、投資ファンドへの投資を通じて、世界の株式・債券・為替・商品などの先物取引

（為替においては先渡取引も活用します。）および世界の株式・債券・REIT・MLP などを原資

産とする ETF などに実質的に投資しております。このため、投資ファンドの評価価格は世界の

多様な市場の先物取引および ETF などの変動による影響を受けることにより、結果として当ファ

ンドの基準価額に影響を与えます。 

3月13日から16日にかけての当ファンドの基準価額は、投資ファンドが5.4％下落したため、

結果として 5.2％下落することとなりました。 

基準価額等の変化率（カッコ内は基準価額の変化期間に対応する変化期間） 

当ファンドの基準価額の変化率 
投資ファンドの変化率 

（3月 11日→3月 12日） 

▲5.2％ ▲5.4％ 

（出所：リクソー投信） 
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3. 市場状況と見通し 

投資ファンドの投資助言会社であるミルバーン社より、今回の下落要因等について以下の通

り報告を受けております。 

 

3月 11、12日の金融市場と運用状況等について 

 

新型コロナウイルスの世界的な感染拡大が続くなか、3 月 11、12 日の金融市場は再び大幅な下

落に見舞われました。こうした状況のもと、当月の投資ファンドも 3 月 11、12 日と再び困難な状況

を強いられる展開が続きました。なお、両日のセクター別寄与度の詳細につきましては、下表「投

資ファンドの 3月 11、12日のセクター別寄与度」をご参照ください。 

 

投資ファンドの3月11、12日のセクター別寄与度

3月11日 3月12日
参考：3月1日
～12日

債券（金利） 0.05% -0.14% -0.66%

通貨（ストレート） -0.01% 0.03% -0.09%

通貨（クロス） 0.01% 0.03% 0.14%

株式 -1.41% -3.93% -8.30%

穀物 0.00% -0.03% 0.02%

エネルギー 0.06% 0.10% 1.18%

金属 -0.04% -0.20% -0.16%

農作物 0.01% -0.01% -0.03%

ETF -0.78% -1.41% -3.66%

合計 -2 .11% -5 .57% -11 .45%  

 

投資ファンドでは、とりわけ買建戦略の株式ポジションが大きな足かせとなった一方、その他のポ

ジションからの寄与は限定的でした。なおポートフォリオの全体のリスク配分はやや縮小されまし

た。 

 

トランプ米大統領は 11日、新型コロナウイルスの感染拡大と影響を食い止めるため、欧州 26ヵ国

からの入国を 30日間停止し、中小企業向けの融資など 500億米ドル（約 5兆 2,000億円）規模の

新たな支援策導入を明らかにしました。しかしながら急速に広がる感染と生活や経済への影響が

収まる気配は未だ見られません。 

 

12 日の金融市場は世界的に大荒れの展開となりました。米国株式市場は 1987 年 10 月のブラッ

クマンデー以降で最大の下落幅を記録しました。また欧州株式市場でも史上最大となる下落幅を

記録したほか、カナダ株式市場も 1940 年以来で最大の下落幅となりました。商品市場では、WTI

原油価格が大幅に下落したほか、安全資産とされる金の価格も 4％を超える下落を記録しまし

た。 

 

こうした状況下で、当ファンドの運用モデルは引き続き市場の反発タイミングを伺っています。当
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社には 50 年近くの運用実績があり、我々はこうした急激な相場変動を過去に幾度となく乗り越え

てきました。もちろん、不安定な相場状況は続いており、我々は市場動向に細心の注意を払って

います。当社の運用委員会及びリスク評価チームは、ポートフォリオ全体を非常に慎重に管理し

ており、確度の高いリスクを回避しつつ機動的なポートフォリオ調整を行います。目先は不安定な

相場状況が続くことが予想されるものの、長期的にみれば、非常に魅力的な投資機会が訪れて

いると我々は考えます。 

 

 

 

4. 当ファンドの今後の運用について 

弊社は引き続き、当ファンドの運用の基本方針に基づき、投資ファンドへの投資比率を高位

に維持する運用を行ってまいります。 

 

 

以上 
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